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ご協力をお願いします

8
月
上
旬
、

立
て
続
け
に
本

県
に
接
近
・
上

陸
し
た
台
風
11

号
・
12
号
に
よ

る
記
録
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
り
、

県
内
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

8
月
2
日
に

接
近
し
た
台
風

12
号
で
は
小
松

島
市
や
阿
南
市
、
美
波
町
、
海
陽
町
を
中
心
に
広
範
囲

な
浸
水
被
害
が
発
生
。
10
日
に
上
陸
し
た
台
風
11
号
で

は
那
賀
川
の
増
水
に
よ
り
、
那
賀
町
鷲
敷
と
阿
南
市
加

茂
谷
の
両
地
区
が
大
規
模
な
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

那
賀
町
に
は
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
通
過
直
後
か
ら
、
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部

で
は
市
町
村
と
連
携
し
、
直
ち
に
被
災
者
救
援
の
た
め
の

救
援
物
資
を
搬
送
。

市
町
村
の
赤
十
字
担
当
者
や
地
元
の
赤
十
字
奉
仕
団

等
が
中
心
と
な
り
、
床
上
浸
水
し
た
被
災
者
宅
等
を
訪

問
し
て
、
毛
布
1
6
0
4
枚
、
歯
ブ
ラ
シ
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
な
ど
が
入
っ
た
緊
急
セ
ッ
ト
6
6
1
セ
ッ
ト
、
タ

オ
ル
約
8
0
0
0
枚
、
石
鹸
約
8
0
0
0
個
を
被
災
者

に
届
け
ま
し
た
。

暑
い
中
、
後
片
付
け
に
追
わ
れ
る
被
災
者
の
身
体
を
気

遣
い
な
が
ら
「
一
日
も
早
く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」
と
奉
仕
団
員
が
救
援
物
資
を
手

渡
す
と
、「
こ
う
し
た
物
資
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と

受
け
取
り
、
床
上
ま
で
浸
水
し
て
き
た
時
の
様
子
を
話

さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
台
風
に
よ
る

県
内
の
被
害
状
況
は
、
死

者
1
名
、全
壊
家
屋
5
棟
、

床
上
浸
水
5
8
7
棟
、
床

下
浸
水
2
0
3
9
棟
（
11

月
5
日
内
閣
府
調
べ
）
に

も
の
ぼ
り
、
本
県
で
は
平

成
16
年
の
台
風
23
号
に
よ

る
水
害
以
来
の
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

相
次
ぐ
台
風

―
支
部
は
素
早
く
救
援
物
資
を
搬
送
―

赤十字の救援物資
被
災
者
支
援
で

義
援
金
を
募
集

当
支
部
で
は
物
資
搬
送
等
の
救
援
活
動
に
続

き
、
義
援
金
募
集
を
開
始
。
募
集
開
始
直
後
か

ら
企
業
や
個
人
の
方
々
に
よ
る
心
温
ま
る
義
援

金
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
様
か
ら

は
、
義
援
金
5
0
0
万
円
が
寄
託
さ
れ
、
委
員

会
を
代
表
し
て
四
国
放
送
の
漆
原
完
次
社
長
が

飯
泉
嘉
門
日
赤
徳
島
県
支
部
長
へ
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
徳
島
県
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
義

援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
被
災
者
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

災害時には毛布や緊急セット（懐中電灯、携帯ラ
ジオ、その他日用品など）等を迅速に届けます。

氾濫した那賀川（阿南市提供）

日赤県支部職員と連携して救援物資を搬入する阿南市職員（中央）と赤十字奉仕団員（左）

被災者に救援物資を配布する赤十字奉仕団員

24 時間テレビの義援金 500 万円を飯泉支部長へ寄託する
四国放送の漆原完次社長（右）



小
児
科
部
長
　
中
津
　
忠
則

24
時
間

365
日
、
小
児
救
急
患
者
を
受
け
入
れ

シ
リ
ー
ズ 

徳
島
赤
十
字
病
院

第
７
回 

小
児
科

キョーエイ会様からも 50 万円の義援金

贈られた防災ずきんは、ガラス片や火の粉から頭部を守るだけで
なく、避難所で座布団代わりとして、また縫い糸をほどけばタオ
ルとして、さらに縫い込んでいるビニール袋にお薬手帳や生活用
品を入れておくこともでき、多様性に富んでいます。

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

　
　
　
　
防
災
ず
き
ん

350
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〜ありがとうございました〜
平成26年徳島県台風11号・12号災害義援金平成26年徳島県台風11号・12号災害義援金

受  付  総  額	 2,045 件  46, 337, 081 円
内 日赤受付分	 1, 421 件  23, 430, 719 円

10 月 31 日まで募集した「平成 26 年徳島県台風 11 号・12 号
災害義援金」に多くのご支援をいただき、誠にありがとうござ
いました。

お寄せいただきました義援金は徳島県の義援金配分委員会を
通じて、被災者の皆さまにお届けさせていただきます。

※ 11 月 14 日現在入金処理済額

徳
島
赤
十
字
病
院
の
診
療
科
を
ご
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
「
徳
島
赤

十
字
病
院
」。
今
回
は
、
小
児
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
尊
い
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
小
児
救
急
医

療
に
力
を
注
い
で
い
る
小
児
科
で
す
。

9
月
19
日
、県
内
の
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
10
団
が
、福
祉
施
設
の
利
用
児
者
の
た
め
に
防
災
ず
き
ん
3
5
0
枚

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、
奉
仕
団
を
代
表
し
て
7
名
が
出

席
。
阿
南
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団 

山
口
分
団 

渡
守
一
恵 

委
員
長
か
ら
「
一
針
ご
と
、
安
全
を
願
っ
て
縫
い
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
被
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
橋

本
俊
顕 

園
長
と
村
上
哲
史 

ひ
の
み
ね
療
護
園
自
治
会

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
橋
本
園
長
は
「
緊

急
時
等
に
は
1
人
の
け
が
人
も
出
さ
な
い
よ
う
に
努
力

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
活
動
に
感
謝
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
被
災
地
で
医
療
活
動
を
展
開

す
る
赤
十
字
救
護
班
。
各
避
難
所
と
の
連
絡

調
整
な
ど
、
医
師
や
看
護
師
の
医
療
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
「
主
事
」
と
呼
ば
れ
る

班
員
で
す
。

救
護
の
現
場
で
は
、
こ
の
主
事
業
務
が
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
支
部
で
は
、
主
事

を
支
援
す
る
「
赤
十
字
災
害
救
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
を
今
年
度
か
ら
始
め
ま

し
た
。

9
月
28
日
、
当
支
部
で
開
催
し
た
研
修
会

に
は
災
害
関
係
の
特
殊
奉
仕
団
か
ら
精
鋭
17

名
が
参
加
。
救
護
所
と
な
る
大
型
テ
ン
ト
の

設
営
や
無
線
交
信
等
の
訓
練
を
行
い
、
技
術

を
磨
き
ま
し
た
。

修
了
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
習
熟
訓
練
を
繰
り
返
し
て
技
能
向
上
を
図
り
、「
い
ざ
」

と
い
う
時
の
支
援
要
請
に
備
え
て
い
ま
す
。

小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る
当
院
は
、
24
時
間
3
6
5
日
す
べ
て
の
小
児
救
急
患
者
（
救
急
搬
送
、

他
院
か
ら
の
紹
介
、“

急
病
で
あ
り
深
刻
な
事
態”

と
自
ら
判
断
し
て
来
院
）
を

受
け
入
れ
、
小
児
科
入
院
ベ
ッ
ド
を
常
に
確
保
す
る
な
ど
し
て
、
病
院
理
念
で

あ
る
「
断
ら
な
い
医
療
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
機
関
と
も
常
日
頃
か
ら
密
に
連
携
を
と
り
、
か
か
り
つ
け
医
や

夜
間
休
日
急
病
診
療
所
、
輪
番
制
救
急
病
院
か
ら
、
必
要
な
場
合
は
当
院
へ
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
夜
間
・
休
日
も
高
度
な
専
門
的
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

小
児
血
液
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
チ
ー
ム
医
療
を
行
い
ま
す
。
小
児
が
ん
は
外

科
医
や
放
射
線
科
医
と
協
力
し
て
集
学
的
治
療
を
行
い
、
難
治
例
に
は
骨
髄
移

植
な
ど
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
っ
て
い
ま
す
。
再
生
不
良
性
貧
血
、
血
小
板
減

少
性
紫
斑
病
、
血
友
病
な
ど
血
液
疾
患
の
治
療
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
児
心
身
症
外
来
、神
経
外
来
、循
環
器
外
来
、ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
な
ど
を
設
け
、

よ
り
専
門
的
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
救
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

  

初
め
て
養
成

災
害
時
に
は
被
っ
て
逃
げ
て
！

防災ずきんを試着する利用児者

大型テントの説明を受ける参加者



第
一
次
世
界
大
戦
時
、
捕
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
兵
を
赤
十
字
精

神
に
よ
っ
て
人
道
的
に
待
遇
し
、「
奇
跡
の
収
容
所
」
と
呼
ば
れ

た
板
東
俘
虜
収
容
所
。
こ
の
た
び

当
支
部
で
は
青
少
年
赤
十
字
賛
助

奉
仕
団
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
こ

の
人
道
的
な
板
東
俘
虜
収
容
所
を

題
材
に
し
た
紙
芝
居
を
作
成
し
ま

し
た
。

11
月
1
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

「
語
り
部
養
成
研
修
会
」
を
開
催
。

県
内
各
地
か
ら
30
名
が
参
加
し
、

板
東
俘
虜
収
容
所
で
展
開
さ
れ
た

史
実
や
人
道
精
神
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
、
ま
た
語
り
部
と
し
て
の

技
術
や
表
現
方
法
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

修
了
証
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
か
ら
は
「
当
時
の
人
々
の
気
持

ち
ま
で
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
語
り
部
と
し
て
活
躍
し
た
い
」
と

上
演
が
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

お問い合わせ先
日本赤十字社徳島県支部 事業推進課 Tel:088-631-6000

人
道
紙
芝
居
い
よ
い
よ
上
演
開
始上演を希望される方へ

災
害
時
に
は
被
災
地
で
医
療
活
動
を
展
開

す
る
赤
十
字
救
護
班
。
各
避
難
所
と
の
連
絡

調
整
な
ど
、
医
師
や
看
護
師
の
医
療
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
「
主
事
」
と
呼
ば
れ
る

班
員
で
す
。

救
護
の
現
場
で
は
、
こ
の
主
事
業
務
が
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
支
部
で
は
、
主
事

を
支
援
す
る
「
赤
十
字
災
害
救
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
を
今
年
度
か
ら
始
め
ま

し
た
。

9
月
28
日
、
当
支
部
で
開
催
し
た
研
修
会

に
は
災
害
関
係
の
特
殊
奉
仕
団
か
ら
精
鋭
17

名
が
参
加
。
救
護
所
と
な
る
大
型
テ
ン
ト
の

設
営
や
無
線
交
信
等
の
訓
練
を
行
い
、
技
術

を
磨
き
ま
し
た
。

修
了
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
習
熟
訓
練
を
繰
り
返
し
て
技
能
向
上
を
図
り
、「
い
ざ
」

と
い
う
時
の
支
援
要
請
に
備
え
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
に
開
催
し
て
い
る
「
青
少
年
赤
十
字
徳
島
県
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（
ト
レ
セ
ン
）」。
今
年
度
は
、
昨
年
ま
で

の
参
加
者
を
大
き
く
上
回
り
、
小
・
中
・
高
等
学
校
、
合
わ
せ
て
86
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

赤
十
字
や
青
少
年
赤
十
字
に
つ
い
て
の
学
習
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
役
立

つ
応
急
手
当
や
炊
き
出
し
訓
練
を
体
験
。

さ
ら
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
形
式
で
振
り
返
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
指
示
が

無
い
の
で
自
分
で
考
え
た
り
、
友
達
と
相

談
し
て
行
動
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」「
学

校
で
教
え
て
く
れ
な
い
事
も
学
べ
て
楽
し

か
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
学
び
が
あ
っ
た
よ

う
で
し
た
。

こ
の
体
験
を
活
か
し
、
青
少
年
赤
十
字

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
と
コ
ラ
ボ
し
た
赤
十
字
活
動
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
、

去
る
10
月
18
日
、
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

赤
十
字
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
整
備
し
た
フ
レ
ー
ム
式
の

大
型
救
護
テ
ン
ト
を
設
営
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、救
援
物
資
・

救
護
装
備
の
展
示
、
ま
た
赤
十
字
子
ど
も
救
護
服
を
着
用
し
て
の
写
真
撮
影

会
や
献
血
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
松
田
直
樹
選
手
が
練
習
中
に
心
臓

突
然
死
し
た
こ
と
を
受
け
、
当
支
部
職

員
が
大
勢
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要
性
を
訴

え
、
使
い
方
を
実
演
。
そ
の
後
、
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
ヴ
ォ
ル
タ
く
ん
・
テ
ィ

ス
ち
ゃ
ん
が
見
守
る
中
、
サ
ポ
ー
タ
ー

が
次
々
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
体
験
し
ま
し
た
。

体
験
者
か
ら
は
、「
い
ざ
と
い
う
時
に

は
、
勇
気
を
だ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
た

い
」
な
ど
の
頼
も
し
い
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

日
頃
か
ら
徳
島
県
赤
十
字
有
功
会
の
会

員
と
し
て
、
赤
十
字
社
の
人
道
活
動
に
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
株
式
会

社 

阿
波
銀
行
様
か
ら
、„
子
育
て
支
援
車
両＂

が
乳
児
院
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

8
月
8
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

を
搭
載
し
た
車
両
の
前
で
、
㈱
阿
波
銀
行 

古
川
武
弘 

相
談
役
か
ら
新
居
乳
児
院
長
に

記
念
鍵
を
贈
呈
。
当
支
部
の
小
森
事
務
局

長
か
ら
、「
今
後
の
活
動
の
中
で
、
大
い
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
感
謝

状
と
と
も
に
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
車
両
は
、
入
所
児
の
小
児
科
受
診
の
送
迎
や
社
会
性
を
育
む
た
め
の

行
事
活
動
、
他
施
設
と
の
交
流
等
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
て
い
ま
す
。

上原　健治　　様（小松島市）
矢野　滿夫　　様（鳴門市）
　　　壽美子　様

※ 他匿名希望の方 1 名

- 田村電設株式会社 様から創業 35 周年記念のご寄付 -　感謝の気持ちとして「お返し」をするのは、伝統的な日本の習慣です。
　タオルやお茶などの日用品を贈ることが一般的なよう
ですが、最近、こうした品物を贈るかわりに赤十字の人
道活動へ寄付したいとのお申し出が寄せられています。
　赤十字ではその尊いご厚意に対し、挨拶状を作成し、
ご遺族の思いや赤十字からのお礼をご会葬の皆様にお
届けさせていただいております。
　案内パンフレットを作成していますので、ご希望の方
は、当支部事務局までお問い合わせいただくか、当支
部ホームページからダウンロードのうえご覧ください。

吉
野
川
市
山
川
町
の
田
村
電
設
株
式
会
社
様
か
ら

創
業
35
周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
、
１
０
０
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
村
電
設
様
は
、
環
境
保
全
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど

に
も
会
社
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
今
回
の
ご
寄
付
は
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
オ
フ
ィ

ス
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
集
ま
っ
た
25
万
3
2
5
0
円

と
35
年
間
会
社
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
対
し

て
の
感
謝
の
気
持
ち
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

９
月
３
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
田
村
雅
夫
会

長
と
正
木
弘
次
社
長

か
ら
小
森
事
務
局
長

に
「
今
ま
で
私
た
ち

を
支
え
て
い
た
だ
い

た
感
謝
の
気
持
ち
で

す
。
災
害
対
策
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
」

と
寄
付
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

「香典返し」にかわる思いの伝え方 支えてくれた皆さまへ
赤十字を通じて社会へ恩返し

羽
ば
た
け
未
来
の
リ
ー
ダ
ー

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
と
コ
ラ
ボ
し
て
、

赤
十
字
を
Ｐ
Ｒ
！

新
た
に“

子
育
て
支
援
車
両”

が

　
　
　
　
　
徳
島
赤
十
字
乳
児
院
へ

練習の成果を披露

トレセンって楽しいよ！記念鍵を手渡す古川武弘相談役（右）

｢ 香典返し ｣ 寄付案内
パンフレット

マスコットキャラクターも見守る中、救急法指導員が
ＡＥＤの使い方を説明

ご意志に沿い、赤十字の人道活動に有効に
活用させていただきます。

寄付金を手渡す田村雅夫会長（中央）
と正木弘次社長（左）

お問い合わせ先
日本赤十字社徳島県支部 総務課 Tel:088-631-6000

■「香典返し」に替えて、ご寄付をいただきました。



＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します＞

人間を救うのは、人間だ。日本赤十字社 スローガン

・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－６０００ ・徳  島  赤  十  字  病  院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：０８８５－３２－２５５５
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開４－１ TEL：０８８５－３２－０９０３ ・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－３２００
・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開２－２ TEL：０８８５－３２－０５５５

＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します＞

人間を救うのは、人間だ。日本赤十字社 スローガン

・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－６０００ ・徳  島  赤  十  字  病  院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：０８８５－３２－２５５５
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開４－１ TEL：０８８５－３２－０９０３ ・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－３２００
・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開２－２ TEL：０８８５－３２－０５５５

10 月 18 日に鳴門市のポカリスエットスタジアムで行わ
れた「徳島ヴォルティス VS ヴィッセル神戸戦」。赤十字活動
PR イベントのひとつとして、献血バスが参加しました。献
血記念品は「ヴォルティ
ス選手サイン入りフラッ
グ」。雲ひとつない空の
下、青いユニフォームの
サポーターのみなさんが
ずらっと並ぶ姿も見ら
れ、63 名の方にご協力
をいただきました。

県内の中学生・高校生のみなさんに献血への理解と関心を深めていただくために献血推進ポスターと、
献血「キミに伝えたい愛のメッセージ」を募集しました。応募作品を審査した結果、ポスター最優秀賞に
中川 優香さん（江原中 3 年）、メッセージ最優秀賞に小野瀬 未樹さんの作品が選ばれました。

山口 千晶さん（阿波中 3 年）、奥山 幸保さん（徳島商業高 1 年）、野田 二千桂さん（吉野中 3 年）、
上地 里香さん（石井中 3 年）、秋山 陽菜さん（池田中 3 年）、田中 乃愛さん（阿波中 1 年）、
松井 美季さん（岩倉中 3 年）

中村 優李さん、宮﨑 愛子さん、上岡 万莉さん、佐藤 眞由美さん、千田 康治さん

または 徳島県赤十字血液センター 検 索

http://www.tokushima.bc.jrc.or.jp/

※入賞作品は、徳島県及び血液センターホームページでご覧になれます。また、平成 27 年 3 月末まで血液
センターと献血ルーム アミコ内で展示しております。

お姉ちゃんと 2 人で初めての献血。並んで献血。
１人は不安だけど２人なら大丈夫。
ほんの少しの勇気が２人分。誰かの命につながりますように。

10 月 11 ～ 12 日に行われたアニメイベント「マチ★アソビ vol.13」。献血バスと献血ルーム アミ
コでまたまたコラボしました。今回の記念品は、人気アニメ「Fate/Zero ×献血」特製ポスター。2
日間で合計 324 名の方に献血のご協力をいただきました。

平成26年度献血推進ポスター＆献血
「キミに伝えたい愛のメッセージ」入賞作品発表

将来を担う子供たちに献血の大切
さを伝えるため、小学生の親子（4
年生以上）を対象とした「夏休み親
子血液ゼミナール」を開催しました。
7 月 19 日から 27 日までの期間中、
計 165 名の親子が参加。スライド
を見ながらの血液や献血の話、○×
クイズ、血液センター内部（輸血用
血液の冷蔵庫など普段見られない裏

側も !!）や献血バスの見学を行いました。参加者からは「献血された血液
が患者さんに届くまでの過程がよく分かった」「大きくなったら献血したい」
などといった声が聞かれました。

子供たちに伝えたい!!
「夏休み親子血液ゼミナール」 徳島ヴォルティスの試合で献血!!

小野瀬 未樹さん
ポスター優秀賞

①電子カルテ化によりペーパーレスに
②問診はタッチパネルで
③生体（指静脈）認証で本人確認

メッセージ優秀賞

中川  優香さん

平成26年6月より献血の受付方法が
変わりました

血液の不足状況、
各種イベント情報はホームページで

マチ★アソビ献血アニメで若者にアピール!!


